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１
月
か
ら
12
月
の
乳
代
集
計
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
乳
生
産
実
績

　
令
和
４
年
の
年
間
乳
量
は
25
万
８
６�

１
１
ｔ
で
、
２
年
連
続
で
25
万
ｔ
超
え

と
な
り
前
年
よ
り
３
％
増
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
（
表
１
）。
１
月
の
日
量
は

お
よ
そ
７
０
０
ｔ
と
前
年
よ
り
54
ｔ
も

多
く
、
そ
の
勢
い
で
令
和
４
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
11

月
で
昨
年
と
ク
ロ
ス
し
下
回
り
ま
し

た
。
例
年
８
月
か
ら
日
量
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
令
和
４
年
は
９
月
か

ら
12
月
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
ま
す
（
図
１
）。
飼
料
高
騰
の
中
で

低
能
力
牛
の
淘
汰
や
、
購
入
飼
料
を
控

え
自
給
飼
料
を
増
や
し
て
コ
ス
ト
を
抑

え
て
い
る
影
響
、
更
に
は
離
農
が
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

乳
　
価

　
支
払
乳
価
（
図
２
）
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
４
月
よ
り
組
合
の
手
数
料
を

０・
１
円
／
㎏
下
げ
、
令
和
４
年
４
月

よ
り
更
に
０・
１
円
／
㎏
下
げ
ま
し
た

が
、
拠
出
金
等
の
増
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
出
荷
分
よ
り
飲
用
・
発
酵
乳
向
け

で
10
円
／
㎏
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た

が
、
加
工
率
な
ど
の
影
響
も
あ
り
７
円

弱
の
値
上
げ
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
代
追
加
払
い
（
事
業
分
量
配
当
、

需
要
期
出
荷
奨
励
金
、
需
要
期
優
良

奨
励
金
、
乳
代
精
算
払
い
、
集
送
乳

表１　年間乳量と出荷戸数
年間乳量（ｔ） 12月出荷戸数（戸） １戸当り乳量（ｔ／戸）

平成14年 213,002 738 289
平成15年 210,263 722 291
平成16年 213,341 705 303
平成17年 210,244 681 309
平成18年 220,457 653 338
平成19年 217,429 621 350
平成20年 216,870 593 366
平成21年 217,355 570 381
平成22年 206,590 546 378
平成23年 200,643 529 379
平成24年 210,197 521 403
平成25年 214,584 491 437
平成26年 221,612 476 466
平成27年 234,508 461 509
平成28年 237,879 441 539
平成29年 236,444 423 559
平成30年 231,863 409 567
令和元年 232,481 389 598
令和２年 235,882 372 634
令和３年 250,815 353 711
令和４年 258,611 331 781
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図１　日量の推移
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業
務
委
託
費
精
算
払
い
、
経
営
安

定
対
策
助
成
金
、
乳
価
安
定
特
別

対
策
金
）
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨

年
よ
り
３
億
円
超
の
増
額
で
総
額

７
億
４
５
０
５
万
円
を
お
支
払
い

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
目
的
積
立
金

を
原
資
に
乳
価
安
定
特
別
対
策
金

と
し
て
５
月
分
乳
量
に
対
し
10
円

／
㎏
を
お
支
払
い
し
た
こ
と
な
ど

で
増
え
て
い
ま
す
。
乳
代
追
加
払

い
を
年
間
乳
量
で
除
す
る
と
前
年

は
１
・
77
円
／
㎏
お
戻
し
し
ま
し

た
が
、
令
和
４
年
は
２
・
88
円
／

㎏
と
な
り
ま
し
た
。
出
資
配
当
は

０・
５
％
と
な

り
前
年
よ
り
７�

１
３
万
円
減
で

し
た
。
尚
、
配

合
飼
料
補
填
金

は
前
年
よ
り
５�

千
万
円
増
の
１�

億
２
７
３
０
万

円
、
そ
の
他
の

収
入
は
国
、
県

か
ら
飼
料
高
騰

の
緊
急
対
策
支

援
も
あ
り
５
億�

７
２
０
０
千
円

増
の
10
億
８
６�

７
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

円

図２　支払乳価（手数料等控除後、乳質加算前）
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那
須
高
原
支
所

牛
乳
消
費
拡
大
に
向
け

　
「
毎
日
一
杯　
牛
乳
を
飲
も
う
‼
」

看
板
設
置

　
飲
用
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
中
、
少

し
で
も
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
と
い

う
地
域
の
意
見
も
踏
ま
え
、１
月
20
日
、

那
須
高
原
支
所
・
Ｃ
Ｓ
敷
地
内
の
国
道

４
号
交
差
点
付
近
に
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
国
道
４
号
線
沿
い
と
い
う
立
地
を
生

か
し
、
道
を
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
や

歩
行
者
等
多
く
の
方
々
が
目
に
し
て
、

家
庭
や
職
場
で
の
飲
用
機
会
の
創
出
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。宇

都
宮
支
所

女
性
会
新
年
懇
親
会
を
実
施

（
宇
河
今
市
支
部
・
那
須
南
支
部
）

　
女
性
会
宇
河
今
市
支
部
（
廣
田
純
子

支
部
長
）
で
は
令
和
５
年
１
月
27
日
に

７
名
参
加
の
も
と
日
光
市
イ
ル
・
プ

ラ
ー
ト
に
て
、
ま
た
、
女
性
会
那
須
南

支
部
（
興
野
礼
子
支
部
長
）
で
は
令
和

５
年
１
月
31
日
に
８
名
参
加
の
も
と
那

須
烏
山
市
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ

ス
に
て
そ
れ
ぞ
れ
新
年
懇
親
会
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
新
年
会
は
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
研
修

会
等
の
行
事
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で

久
し
ぶ
り
の
支
部
活
動
と
い
う
こ
と
で

皆
さ
ん
も
再
会
に
喜
び
合
い
、
情
報
交

換
等
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お

い
し
い
お
料
理
と
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り

で
支
部
員
同
士
の
交
流
を
深
め
ら
れ
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
一
日
と
な
り
今

後
の
活
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が

少
し
ず
つ
行
事
等
を
再
開
し
、
支
部
員

の
親
睦
を
深
め
、
意
識
向
上
を
図
る
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

宇
都
宮
市
酪
農
組
合
通
常
総
会
開
催

　
令
和
５
年
２
月
10
日
、
宇
都
宮
市
酪

農
組
合
（
駒
場
久
組
合
長
）
の
総
会

が
、
宇
都
宮
市
栃
木
県
青
年
会
館
（
コ

ン
セ
ー
レ
）
に
お
い
て
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
書
面

決
議
で
の
総
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
の
対
面
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
駒
場
組
合
長
は
冒
頭
の
挨
拶
に
お
い

て
、「
過
去
に
酪
農
は
何
度
も
危
機
を

迎
え
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
危
機
は

過
去
に
類
を
見
な
い
よ
う
な
大
き
な
危

機
と
な
っ
て
い
る
。
県
や
宇
都
宮
市
、

酪
農
と
ち
ぎ
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者

の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と

述
べ
組
合
員
及
び
関
係
者
の
協
力
を
お

願
い
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

那須高原支所・ＣＳ敷地内設置の消費拡大看板

宇河今市支部女性会の皆さん 那須南支部女性会の皆さん
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議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
組
合

員
の
活
発
な
意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
、

全
議
案
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
会
場
を
移
し
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
宇
都
宮
市
酪
農
組
合
で
は
、
来
る
べ

き
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え

て
、
感
染
対
策
に
十
分
留
意
し
た
上
で

次
年
度
の
事
業
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。県

南
支
所

県
南
支
所
活
動
推
進
協
議
会研

修
会
開
催

　
県
南
支
所
活
動
推
進
協
議
会
（
羽
石

智
昭
会
長
）
主
催
に
よ
る
研
修
会
を
令

和
５
年
２
月
15
日
、
出
席
者
24
名
の
参

加
で
、
栃
木
県
農
業
大
学
校
と
県
南
支

所
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
栃
木
県
農
業
大
学
校
で
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
畜
産
担
当
の
池
田
教
授
に
牧
場
の
概

要
を
説
明
い
た
だ
き
な
が
ら
の
研
修
と

な
り
、
施
設
や
牛
舎
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
牛
舎
は
平
成
30
年
に

完
成
し
た
畜
産
教
育
施
設
の
「
ド
リ
ー

ム
牛
舎
」
で
、
酪
農
及
び
肉
用
牛
に
お

い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
端
技
術
が

学
べ
る
牛
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
牛
舎

の
構
造
は
、
乳
用
牛
と
肉
用
牛
を
一
体

的
に
飼
育
管
理
が
で
き
る
複
合
型
牛
舎

で
、
個
体
感
知
セ
ン
サ
ー
と
カ
メ
ラ
設

置
に
よ
り
、
発
情
発
見
と
分
娩
の
状
況

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
効
率
的
な
繁
殖
管
理
を
実
現

で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
会
場
を
県
南
支
所
に
移

し
て
の
研
修
で
、「
今
を
生
き
残
る
酪

農
経
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
全
酪

連
酪
農
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
齊
藤
達

夫
先
生
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
酪
農
場
の
成
績
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
す
要
素
と
し
て
、

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
や
、
良
質
自
給
粗

飼
料
生
産
の
重
要
な
こ
と
や
、
飼
養
管

理
を
す
る
人
に
よ
っ
て
乳
牛
は
良
く
も

悪
く
も
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
等
を
熱
い

言
葉
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
昼
食
を
は
さ
ん

で
の
長
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
経
営
を
見
直
す
と
て
も
良
い

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

総会後久々の懇親会 宇都宮市酪農組合総会

全酪連酪農技術アドバイザー齊藤達夫氏による講演 栃木県農業大学校池田教授による説明
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業
務
部

●
乳
牛
飼
養
動
態
調
査

　
１
月
１
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調

査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

ご
報
告
し
ま
す
。

１
．
出
荷
者
戸
数
に
つ
い
て

　
前
年
１
月
と
比
較
す
る
と
酪
農
中
止

は
22
戸
（
団
体
及
び
部
分
委
託
者
を
除

く
）
と
な
り
、
出
荷
者
数
は
前
年
同
月

比
６・
３
％
減
の
３
２
９
戸
と
な
り
ま

し
た
。
廃
業
の
理
由
は
、
高
齢
や
後
継

者
が
い
な
い
３
戸
、
経
営
不
振
３
戸
、

他
業
種
へ
の
転
換
４
戸
、
病
気
療
養
そ

の
他
12
戸
で
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
酪

農
中
止
22
戸
の
廃
業
時
の
合
計
飼
養
頭

数
は
５
８
５
頭
で
し
た
。
一
方
で
、
期

間
中
に
１
戸
が
出
荷
を
再
開
し
た
た

め
、
酪
農
家
戸
数
は
差
し
引
き
21
戸
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
飼
養
頭
数
に
つ
い
て

　
飼
養
頭
数
の
内
訳
は
、
経
産
牛
は
前

年
１
月
比
４・
２
％
減
少
し
２
万
６
０�

７
７
頭
、
自
家
育
成
牛
は
前
年
比
４
・

４
％
増
加
し
８
１
８
４
頭
、
外
部
預
託�

牛
は
前
年
比
７・
８
％
減
少
し
３
２
５�

７
頭
で
し
た
。
ま
た
、
１
戸
あ
た
り
の

平
均
飼
養
頭
数
は
３・
８
頭
増
加
し
、

１
１
４
頭
で
前
年
に
引
き
続
き
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、搾
乳
牛
は
前
年
よ
り
３・９
％

減
少
し
２
万
２
８
０
５
頭
、
乾
乳
牛
は

令和５年 1月度　乳牛飼養動態調査表 （令和５年１月１日現在）

支所別
調査
年月

出荷
者数

飼　　　養　　　頭　　　数 １戸平均
飼養頭数

繁殖和牛
経 産 牛
頭　　数

月　別　分　娩　予　定　頭　数
（カッコ内は内数で判別精液頭数、また下段は令和４年１月の実績頭数）経　　産　　牛 自家育成牛 外部預託牛 合計

育成牛
保有率
（％）搾乳 乾乳 小計 初妊牛 未種付牛 初妊牛 未種付牛 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 合計

那須高原
支　　所

R05.1 207 15,668 2,120 17,788 1,660 3,438 652 1,788 25,326 29.76	 122.3 1,059
1,427 1,225 1,390 1,071 1,040 1,265 1,547 8,965
(167) (149) (169) (101) (104) (144) (149) (983)

R04.1 219 16,151 2,162 18,313 1,756 3,319 638 1,880 25,906 29.31 118.3 960
1,407 1,340 1,419 1,281 1,105 1,237 1,410 9,199

増減 ▲	12 ▲	483 ▲	42 ▲	525 ▲	96 119 14 ▲	92 ▲	580 0.45 4.1 99 20 ▲	115 ▲	29 ▲	210 ▲	65 28 137 ▲	234

宇都宮
支 所

R05.1 59 2,528 375 2,903 382 1,062 110 352 4,809 39.63 81.5 60
237 199 193 164 132 169 231 1,325
(42) (38) (34) (25) (22) (21) (37) (219)

R04.1 62 2,764 381 3,145 399 970 126 451 5,091 38.22 82.1 22
267 226 208 157 144 190 186 1,378

増減 ▲	3 ▲	236 ▲	6 ▲	242 ▲	17 92 ▲	16 ▲	99 ▲	282 1.41 ▲	0.6 38 ▲	30 ▲	27 ▲	15 7 ▲	12 ▲	21 45 ▲	53

県 南
支 所

R05.1 63 4,609 777 5,386 527 1,115 100 255 7,383 27.05 117.2 60
446 393 425 296 279 431 506 2,776
(27) (18) (21) (17) (16) (23) (17) (139)

R04.1 69 4,824 946 5,770 374 1,023 135 301 7,603 24.11 110.2 79
502 429 446 368 313 393 467 2,918

増減 ▲	6 ▲	215 ▲	169 ▲	384 153 92 ▲	35 ▲	46 ▲	220 2.94 7.0 ▲	19 ▲	56 ▲	36 ▲	21 ▲	72 ▲	34 38 39 ▲	142

合 計

R05.1 329 22,805 3,272 26,077 2,569 5,615 862 2,395 37,518 30.49 114.0 1,179
2,110 1,817 2,008 1,531 1,451 1,865 2,284 13,066
(236) (205) (224) (143) (142) (188) (203) (1341)

R04.1 350 23,739 3,489 27,228 2,529 5,312 899 2,632 38,600 29.46 110.3 1,061
2,176 1,995 2,073 1,806 1,562 1,820 2,063 13,495

増減 ▲	21 ▲	934 ▲	217 ▲1,151 40 303 ▲	37 ▲	237 ▲1,082 1.03 3.8 118 ▲	66 ▲	178 ▲	65 ▲	275 ▲	111 45 221 ▲	429

初妊牛搾乳牛 乾乳牛 未種付牛

25,000
（頭）

20,000

15,000

10,000

5,000

0

飼養頭数
■	Ｒ05.1
■	Ｒ04.122,805

3,272 3,431

8,010

飼養頭数内訳



6酪農とちぎ農業協同組合　2023．3．31

６・
２
％
減
少
し
３
２
７
２

頭
で
し
た
。

　
育
成
牛
（
自
家
・
外
部
預

託
含
む
）
の
保
有
率
は
、１・

０
３
％
増
加
し
30
・
49
％
で

合
計
１
万
１
４
４
１
頭
と
な

り
ま
し
た
。

３
．
分
娩
頭
数
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
７
月
ま
で
の
分

娩
予
定
頭
数
は
、
前
年
同
時

期
分
娩
実
績
に
比
べ
４
２
９

頭
減
少
し
１
万
３
０
６
６
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
同

期
分
と
比
較
し
、
１
～
５
月

は
分
娩
予
定
頭
数
は
減
少
す

る
見
込
み
で
す
が
、
６
～
７

月
に
か
け
て
は
増
加
す
る
見

込
み
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
外
部
導
入

が
１
４
９
２
頭
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

生
乳
生
産
量
に
つ
い
て

は
、
5
月
ま
で
分
娩
頭
数
が

減
少
方
向
で
推
移
し
て
い
る

た
め
、
漸
減
傾
向
を
と
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の

後
6
月
・
7
月
に
分
娩
が
集

中
す
る
た
め
、
泌
乳
ピ
ー
ク

は
初
夏
に
な
る
と
予
測
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
暑
熱
対
策
を
し
っ
か

り
と
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

４
．
授
精
割
合

　
令
和
４
年
７
月
か
ら
12
月
の
品
種
別

分
娩
実
績
は
、
ホ
ル
種
は
前
回
よ
り

８・
１
％
減
少
し
５
１
８
９
頭
（
分
娩

実
績
構
成
比
38
・
９
％
。
以
下
同
じ
。）

と
な
り
、
交
雑
種
は
１・
７
％
減
少
し

６
１
０
４
頭
（
45
・
７
％
）
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
和
牛
Ｅ
Ｔ
に
つ
い
て
は

14
・
５
％
増
加
し
２
０
６
０
頭
（
15
・

４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ル
種
種
付

け
割
合
が
減
少
傾
向
の
一
方
で
、
和
牛

Ｅ
Ｔ
の
利
用
が
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●	

関
東
甲
信
越
枝
肉
共
励
会
開
催

　
令
和
５
年
２
月
３
日
か
ら
４
日
に
か

け
、
酪
肉
経
営
技
術
研
究
会
主
催
に
よ

る
関
東
甲
信
越
乳
用
種
経
産
肥
育
牛
枝

肉
共
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
６
農
協
よ
り
38
頭
の
出
品
が
あ
り
、

当
組
合
か
ら
も
18
頭
と
約
半
数
を
占
め

る
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
枝
肉

重
量
４
５
０
㎏
を
超
え
る
肉
感
十
分
な

出
品
牛
が
あ
る
一
方
で
、
最
小
２
３
０

㎏
と
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
サ
シ
の
入

り
も
不
十
分
な
も
の
が
散
見
さ
れ
る

等
、
昨
今
の
飼
料
情
勢
の
悪
影
響
が
色

濃
く
見
え
る
共
励
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
組
合
よ
り
最
優

割
合

調査回別　種付け割合

Ｒ５年１月

2,500
（頭）

2,000

1,500

1,000

500

0

分娩予定頭数
■	Ｒ05.1
■	Ｒ04.1

2,110
1,817 2,008

1,451

2,284

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

1,531 1,865
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秀
賞
（
全
体
の
１
番
目
）
優
秀
賞
２
席

（
同
３
番
目
）
優
良
賞
２
席
、３
席
（
同

５
番
目
、
６
番
目
）
を
獲
得
し
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
近
年
利
用
が
増
え
て
い
る

籾
米
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
が
肉
質
に
影

響
を
及
ぼ
す
か
等
、
新
た
な
知
見
の
獲

得
に
向
け
、
調
査
・
研
究
を
行
い
組
合

員
の
皆
様
へ
還
元
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
受
賞
さ
れ

た
皆
様
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

〇
最
優
秀
賞
…
小
滝　
　
浩
さ
ん

〇
優
秀
賞
２
席
…
水
沼　
秀
男
さ
ん

〇
優
良
賞
２
席
…
海
老
原
哲
夫
さ
ん

〇
優
良
賞
３
席
…�

ウ
ェ
ル
シ
ー
フ
ァ
ー

ム
さ
ん

●	

令
和
４
年
度
青
年
部
本
部
全
体
研
修

会
開
催

　
令
和
５
年
２
月
22
日
、
栃
木
県
農
業

共
済
組
合
塩
谷
支
所
に
て
、
約
30
名
の

参
加
者
の
も
と
、
令
和
４
年
度
酪
農
と

ち
ぎ
青
年
部
本
部
全
体
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
の
厳
し
い
酪
農
情
勢
も
あ
り
、

経
営
と
飼
料
に
つ
い
て
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
黒
図
洋
一
氏
、
雪
印
種
苗
株

式
会
社
の
松
本
啓
一
氏
を
お
呼
び
し
、

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
黒
図
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、

損
益
計
算
書
の
基
礎
的
な
話
を
し
て
頂

き
、
そ
の
後
、
細
か
く
丁
寧
に
資
金
繰

り
の
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

投
資
に
対
す
る
金
融
機
関
目
線
の
審
査

の
話
な
ど
、
今
後
、
資
金
計
画
を
立
て

る
時
の
助
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
次
に
松
本
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、
飼

料
価
格
高
騰
の
原
因
を
解
説
し
て
頂
い

た
後
、
飼
料
コ
ス
ト
低
減
の
対
策
案
な

ど
に
つ
い
て
改
善
例
を
あ
げ
た
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
と
て
も
分
か
り
や
す

く
興
味
深
い
内
容
が
多
く
、
今
後
の
参

考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
今
後
の
飼
料
状
況

や
飼
料
メ
ニ
ュ
ー
変
更
の
際
の
影
響
な

ど
、
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、
盛
況

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●	

令
和
４
年
度
栃
木
県
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

研
修
会
開
催

　
令
和
５
年
３
月
３
日
、
栃
木
県
内
の

ヘ
ル
パ
ー
が
一
堂
に
会
し
、
宇
都
宮
市

内
の
ホ
テ
ル
に
て
研
修
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
畜
産
振
興
課

阿
久
津
課
長
補
佐
並
び
に
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
全
国
協
会
岡
本
事
務
局
長
を
お
招

き
し
、
ヘ
ル
パ
ー
及
び
酪
農
協
担
当
者

総
勢
43
名
が
参
加
し
、
研
修
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
を
企
画
す
る
に
あ
た
り
、

日
々
の
ヘ
ル
パ
ー
業
務
に
お
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
原
因
と
す

る
作
業
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　
『
仕
事
と
人
間
関
係
に
活
か
す
「
自

己
理
解
と
他
者
理
解
」
の
土
台
と
な
る

自
己
肯
定
感
研
修
』
と
題
し
、講
師
を
、

日
本
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム
普
及
協
会

代
表
理
事　
工
藤
紀
子
氏
に
お
願
い
を

し
ま
し
た
。

　
「
自
己
肯
定
感
」
と
は
、
自
分
の
存

在
を
あ
り
の
ま
ま
認
め
、
そ
の
自
分
を

好
意
的
、
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
感
覚
の
こ
と
で
す
。
こ
の
自

己
肯
定
感
が
低
い
と
、
他
人
に
対
し
て

も
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
こ
と
で
、
相
手
の
存
在
も
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
業
務
に
お
い
て
も
、
利
用

者
お
よ
び
ヘ
ル
パ
ー
同
士
が
良
好
な
関

係
の
下
、
相
互
理
解
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
日
々
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
後
も
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の

継
続
発
展
の
た
め
県
内
関
係
者
同
士
協

力
し
て
事
業
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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酪農とちぎ
労働力・人材確保支援事業　のご案内

　組合の新たな取り組みとして、国内有数の農業専門求人サイトの「農業ジョブ」と提携し、組合員
の労働力確保対策として求人広告サービスを組合員を対象に提供いたします。
　このサービスを活用し、組合員の皆様がより一層、農業生産を充実させ、酪農経営が発展していく
ことを目指しています。

★活用方法は支所担当者へご相談ください

　お申込み頂いた組合員の
求人が「農業ジョブ」とい
う農林水産業専門求人サイ
トに掲載されます。その後、
組合員の牧場等で働きたい
という方から応募がありま
すので面接の上、採用する
ことができます。

（問い合わせ先）業務部指導企画課　　TEL：028－660－2213　MAIL：shidou@rakunoutochigi.com

【ご用意いただくもの】
①求人票（フォーマット記入）
②写　真（デジタルカメラ・スマートフォンなどのデータ。ネガ不可）

※本サービスは組合員のみへの提供となっております。
　求人広告サービスのため、必ず人材を採用できることを保証するものではありません。

◆利用者の方へ
　本サービスは、酪農とちぎが国内有数の農業専門求人サイトの「農業ジョブ」の運営会社　（株式
会社 Life Lab ）と提携し、一括で求人掲載契約を行うことで、費用を低く抑えています。利用を希
望される組合員の方には、利用負担金として、3万円／年をご負担いただきます。また今後、利用
者が増えれば、1利用者あたりの単価も下がります。
　なお、求人広告掲載後の応募対応、採用面接、採用後の労務管理等は、すべて利用者自ら行って
いただきます。

農業求人情報サイト　 　とは？

　農業ジョブは、農業、林業、漁業
に特化した専門の就職支援情報サイ
トで、求人情報をはじめ、各業種ご
との仕事解説など、第一次産業分野
での仕事を希望している方々へ向け
ての総合的な就職支援サービスを展
開しています。
　2006年のオープン以来この業界
のマーケットをいち早く開拓してお
り、利用者は年々増加。現在は登録
者数11万人を誇る業界最大のサイトとなりました。
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生
乳
受
託
課

　
令
和
５
年
２
月
度
の
組
合
生
乳
生
産

量
は
、
１
万
９
５
０
３
ｔ
（
前
年
比

97
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
各
支
所

の
受
入
乳
量
は
、
那
須
高
原
支
所
１
万�

３
７
７
８
ｔ
（
前
年
比
１
０
０
・�

４
％
）、宇
都
宮
支
所
２
０
８
１
ｔ
（
同

89・８
％
）、県
南
支
所
３
６
４
４
ｔ（
同

93
・
０
％
）
と
な
り
、
出
荷
者
数
は
前

年
同
月
よ
り
21
戸
減
の
３
２
８
戸（
内
、

学
校
１
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
４
・
07
％
（
前
年
差+

０
・
07
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
90
％
（
同
▲
０
・

05
％
）、体
細
胞
数
18・52
万（
同+

０・

95
万
）
と
脂
肪
を
除
き
、
前
年
同
月
を

若
干
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
生
乳
販
連
の
２
月
の
総
受
託

乳
量
は
８
万
７
４
０
ｔ
（
前
年
比
98
・

１
％
）
と
な
り
、
４
ヶ
月
連
続
で
前
年

を
下
回
る
状
況
で
す
。
用
途
別
販
売
数

量
を
見
る
と
、
学
乳
向
け
は
昨
年
コ
ロ

ナ
の
第
６
波
に
よ
る
臨
時
休
校
の
影
響

等
が
あ
っ
た
関
係
で
、
１
月
に
引
き
続

き
前
年
比
１
１
４・
２
％
と
増
加
し
ま

し
た
が
、飲
用
全
体
と
し
て
は
値
上
げ・

イ
ン
フ
レ
の
影
響
に
よ
る
消
費
減
退
が

続
き
前
年
比
98・７
％
と
な
っ
た
ほ
か
、

は
っ
酵
乳
等
向
け
が
前
年
比
93
・
３
％

と
振
る
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
脱

粉
・
バ
タ
ー
等
向
け
が
１
０
０・
８
％

と
前
年
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
生
産
量
は
94
・
９
％
と
７
ヶ

月
連
続
で
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
内

訳
は
北
海
道
が
93
・
７
％
、
都
府
県
が

98・２
％
の
前
年
比
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、令
和
５
年
２
月
度
の
生
産
量・

乳
質
、
及
び
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別

販
売
数
量
は
別
表
の
通
り
で
す
。

　那須高原　　　 　宇都宮　　　 　県　南　　　 　令和４年度　　　 　令和３年度

24
23
22
21
20
19
18
17
16
15

万個／㎖  体細胞数の推移

18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

トン  乳量の推移
24,000
23,000
22,000
21,000
20,000
19,000
18,000
17,000
16,000
15,000

4.20

4.10

4.00

3.90

3.80

3.70

3.60

％  脂肪率の推移

9.00

8.95

8.90

8.85

8.80

8.75

8.70

8.65

8.60

％  無脂乳固形分の推移

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月10月11月12月１月 ２月 ３月

令和４年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）
用　　途 ２月期実績 前年同期

実　　績 前年比 ２月末実績
（累計）

前年同期
実　　績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 60,970,341� 61,762,358� 98.7� 719,841,269� 726,828,974� 99.0�
（うち学校を除く飲用）49,688,592� 51,886,827� 95.8� 612,842,283� 620,935,390� 98.7�
（うち学校向け）11,281,749� 9,875,531� 114.2� 106,998,986� 105,893,584� 101.0�
は っ 酵 乳 向 け 10,217,373� 10,953,085� 93.3� 129,320,273� 133,456,303� 96.9�
脱粉・バター等向け 8,538,101� 8,468,008� 100.8� 95,137,418� 83,939,336� 113.3�
生クリーム等向け 908,672� 1,009,497� 90.0� 11,279,584� 11,482,215� 98.2�
チ ー ズ 向 け 105,749� 80,056� 132.1� 1,294,144� 1,043,761� 124.0�
総 受 託 乳 量 80,740,236� 82,273,004� 98.1� 956,872,688� 956,750,589� 100.0�
脱粉・バター等向け比率 10.57 10.29� － 9.94 8.77� －
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令
和
４
年
度
農
業
士
・
名
誉
農
業
士

認
定
式
が
１
月
10
日
栃
木
県
公
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
本
組
合
か
ら
は
、
長
年
に
わ
た
り
農

業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
滝
沢
悦
郎
氏

（
塩
谷
郡
高
根
沢
町
）
が
名
誉
農
業
士

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
又
、
農
業
社
会
に
お
け
る
農
村
地
域

発
展
の
為
に
更
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
度
理
事
会
（
12
月
28
日
）

報
告
事
項

㈠　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢　
役
員
定
数
等
検
討
協
議
会
に
つ
い
て

㈣　
年
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

㈤　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈥　

�

生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

記
帳
・
記
録
状
況
に
つ
い
て

㈦　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠　
11
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡　
第
22
回
酪
農
ま
つ
り
に
つ
い
て

１
月
度
理
事
会
（
１
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠　
組
合
員
加
入
に
つ
い
て

㈡　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤　
特
別
管
理
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

㈥　
乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

㈦　
�

子
会
社
の
第
３
四
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

㈧　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠　

�

12
月
度
及
び
第
3
四
半
期
事
業
実

績
に
つ
い
て

㈡　

�

専
従
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
就
業
規
則
の

変
更
に
つ
い
て

㈢　
組
合
と
理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

２
月
度
理
事
会
（
２
月
28
日
）

報
告
事
項

㈠　
組
合
加
入
、
脱
退
に
つ
い
て

㈡　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤　
役
員
報
酬
等
審
議
会
答
申
に
つ
い
て

㈥　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠　
１
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡　

�

職
員
給
与
規
程
及
び
臨
時
職
員
等

就
業
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

㈢　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

《
職
員
人
事
》

定
年
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

経
済
部
長�

菊
地　
好
弘

宇
都
宮
支
所
長�

相
馬　
達
夫

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

宇
都
宮
支
所
業
務
推
進
課

小
林　
萌
子

総
務
部
総
務
課
（
嘱
託
）仲山　

時
子

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
（
嘱
託
）藤田　

常
美

宇
都
宮
検
査
室
（
パ
ー
ト
）

塚
田　
康
子

宇
都
宮
検
査
室
（
パ
ー
ト
）

石
塚　
文
子

新
規
採
用
者
（
４
月
１
日
付
）

業
務
部
指
導
企
画
課

栁や
な
ぎ
　
　
晴は

る
輝き

那
須
高
原
支
所
業
務
推
進
課

益ま
し
こ子　

聖き
よ

崇た
か

那
須
高
原
支
所
業
務
推
進
課

小こ
ば
や
し林　
祐ゆ

う
哉や

宇
都
宮
支
所
業
務
推
進
課勝
か
つ
俣ま

た　
み
な

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ
（
臨
時
）月

つ
き
井い　
愛あ

唯い

宇
都
宮
検
査
室
（
臨
時
）直
な
お
井い　
雅ま

さ
代よ

宇
都
宮
検
査
室
（
臨
時
）簗
や
な
瀬せ　
友と

も
美み

定
期
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

別
添
「
酪
農
と
ち
ぎ
機
構
図
」

の
と
お
り

酪農とちぎ機関紙【123号】
■発行／酪農とちぎ農業協同組合　　■企画・制作／総務部

２月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕
市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格 （そのうち ET牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格
十 勝 2 月 2 日 714 614 86.0% 526 146 125 711
釧 路 2 月 8 日 351 337 96.0% 486 54 54 602
根 室 2 月 9 日 510 491 96.3% 540 75 70 693
豊 富 2月16日 319 306 95.9% 522 7 7 626
十 勝 2月21日 616 607 98.5% 643 126 123 792
北 見 2月22日 394 390 99.0% 641 30 30 786
合 計 2,904 2,745 94.5% 560 438 409 702
前 月 2,464 2,315 94.0% 499 356 320 647
前年同月 2,956 2,643 89.4% 621 353 313 839
　3月の初妊牛動向といたしまして、先月の春分娩相場が飛躍的に上がったことから、更に強
含みで推移する見込みです。育成牛、経産牛も同様に相場が押し上げられる予想です。資源
については、特に、雌雄選別腹の資源不足が顕著になり、確保が難しくなってきています。雌
雄選別腹をご希望の方は特に余裕を持ったご注文をよろしくお願い申し上げます。

２月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕
市場名 種  別 出場

頭数
成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均

（
２
／
25
）

那
　
　
須

F１雄 73 73 66 243,100 14,300 101,441

F１雌 72 71 64 245,300 3,300 66,790

ホルス雄 51 51 66 70,400 220 32,603

　今回の初生牛相場は前号に報告した11月の平均価格と比較しま
すと、全畜種で弱含みで推移しています。また、２／５から２／25
までの平均価格を比較しますと、ホルス雄は横這いで推移していま
すが、Ｆ１牡・Ｆ１雌はやや強含みで推移しています。例年春先か
ら夏に向けて上昇傾向を取ること多いですが、今後相場は横這いか
らやや強含みで推移すると見込まれます。

滝沢悦郎さんご夫妻

名
誉
農
業
士
認
定
者
紹
介



　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全

国
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
全

農
）
が
主
催
し
、
次
世
代
の

酪
農
を
担
っ
て
い
く
学
生
の

方
々
に
、
若
い
か
ら
こ
そ
の

情
熱
や
大
き
な
夢
を
綴
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
本
人
の
将

来
へ
の
希
望
を
膨
ら
ま
せ
て

も
ら
う
と
同
時
に
、
酪
農

の
「
未
来
」
を
築
く
人
た
ち

を
つ
な
ぐ
新
た
な
機
会
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

今
回
が
十
六
回
目
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
栃
木
県
と
し
て

は
第
四
回
の
大
会
に
お
い
て

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
菊
地
啓
介

さ
ん
（
那
須
塩
原
市
三
島
）
に
続

き
十
二
年
ぶ
り
の
快
挙
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
受
賞
に
よ
り
、
２
月
に

は
栃
木
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
知

事
か
ら
激
励
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
３
月
に
は
那
須
塩
原
市
長
特

別
表
彰
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
長
谷
川
豪
輝
氏
は
受
賞
に
際
し

「
担
任
の
先
生
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル

の
参
加
を
す
す
め
ら
れ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
考
え
応
募
し
ま

し
た
。
ま
さ
か
、
自
分
が
こ
の
よ

う
な
大
き
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
で
き
る
と
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
現
在
の
酪
農
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、私
が
目
指
す
『
牛
に
優
し
く
、

人
が
楽
し
い
』
酪
農
を
実
現
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
春
か
ら

自
宅
就
農
し
な
が
ら
、
当
組
合
の

臨
時
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
就
業
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
益
々

の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
作
品
は
家
族
へ
の
思
い
や
酪
農

へ
の
熱
意
が
綴
ら
れ
た
内
容
で

す
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

第
十
六
回
「
全
農
学
生
『
酪
農
の
夢
』
コ
ン
ク
ー
ル
」

長は

谷せ

川が
わ

豪ご
う

輝き

氏
（
那
須
塩
原
市
青
木
　
長
谷
川
剛
氏
の
後
継
者

：

栃
木
県
農
業
大
学
校
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

長谷川豪輝 氏



「
目
指
す
は
『
楽
農
』
経
営
」

　
栃
木
県
農
業
大
学
校

　
　
農
業
生
産
学
部
畜
産
学
科

２
年　
長
谷
川
豪
輝

　
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
９
月
の

夕
暮
れ
、
北
に
向
か
っ
て
車
を
走

ら
せ
る
。 

農
場
管
理
当
番
の
帰

り
道
、
窓
を
開
け
る
と
吹
き
込
む

風
が
気
持
ち
い
い
。 

学
校
か
ら

自
宅
ま
で
約
１
時
間
半
の
ド
ラ
イ

ブ
、
僕
は
こ
の
時
間
が
と
て
も
好

き
だ
。

　
僕
の
家
は
、
栃
木
県
那
須
塩
原

市
の
酪
農
家
だ
。
搾
乳
牛
50
頭

を
飼
養
し
、 

両
親
が
経
営
し
て
い

る
。
僕
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
両
親
に

付
い
て
牛
舎
に
入
り
、 

親
が
仕
事

を
し
て
い
る
間
、
牛
舎
で
遊
ん
で

い
た
も
の
だ
。
そ
の
う
ち
に
牛
へ

の
エ
サ
や
り
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
小
学
生
の
頃
に
は
父
と
一
緒

に
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
牛
の
管

理
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
牛

は
か
わ
い
い
し
、
機
械
に
乗
る
の

が
楽
し
く
て
、
小
学
６
年
生
に
な

る
と
将
来
は
酪
農
を
継
ご
う
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
中
学
生
に
な

る
と
、 

僕
は
飼
料
作
物
の
栽
培
・

収
穫
も
手
伝
っ
た
。
家
を
継
ぐ
こ

と
に
迷
い
は
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

僕
は
畜
産
の
知
識
を
学
ぶ
た
め
、

地
元
の
農
業
高
校
へ
の
進
学
を
希

望
し
た
。

　
し
か
し
、
僕
の
希
望
は
叶
わ
な

か
っ
た
。
第
１
志
望
の
農
業
高
校

の
選
考
か
ら
漏
れ
、
僕
は
第
２
志

望
の
高
校
に
入
学
し
た
。
今
思
う

と
、
こ
の
頃
の
僕
は
人
生
で
初
め

て
の
挫
折
を
味
わ
い
、
心
折
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
家
の
手
伝
い
は

続
け
て
い
た
も
の
の
、
畜
産
の
知

識
な
ど
ど
う
で
も
よ
く
な
り
、
友

人
と
遊
び
惚
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
〝
グ
レ
る
〟
と
い

う
や
つ
だ
。
そ
し
て
、
と
う
と
う

高
校
２
年
の
１
月
、
僕
は
退
学
し

た
。
こ
ん
な
好
き
勝
手
や
っ
て
い

た
僕
だ
っ
た
が
、
父
は
責
め
な

か
っ
た
。
僕
は
家
の
酪
農
を
手
伝

い
な
が
ら
就
職
先
を
探
し
、
や
が

て
土
木
建
築
関
係
の
会
社
に
就
職

し
た
。
い
や
い
や
な
が
ら
通
っ
て

い
た
高
校
に
比
べ
る
と
、
も
の
を

作
る
会
社
は
意
外
と
楽
し
く
、
僕

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
の
打
ち

方
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
扱
い
方
な

ど
を
習
得
し
た
。
我
が
家
で
は
、

簡
単
な
牛
舎
の
修
理
は
祖
父
が

や
っ
て
い
た
の
で
、
僕
が
会
社
で

学
ん
だ
建
築
技
術
は
牛
舎
の
修
理

に
大
い
に
役
だ
っ
た
。 

僕
は
搾

乳
の
他
に
牛
舎
の
修
理
も
手
伝
う

う
ち
に
、
施
設
の
作
業
効
率
や
牛

舎
環
境
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

き
ち
ん
と
畜
産
の
勉
強
を
し
た
い

と
思
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。

　
同
級
生
た
ち
が
高
校
を
卒
業
し

た
頃
、 

僕
は
友
人
か
ら
「
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
」
の
こ
と

を
教
え
ら
れ
た
。 

こ
の
試
験
に

合
格
す
れ
ば
大
学
を
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
僕
は
畜
産
を
学
び

た
い
一
心
か
ら
、
認
定
試
験
を
受

け
る
こ
と
に
し
た
。
何
と
か
認
定

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た

僕
は
そ
の
後
、
大
学
に
合
格
。
同

級
生
か
ら
１
年
遅
れ
て
栃
木
県
農

業
大
学
校
の
学
生
に
な
っ
た
。

　
農
業
大
学
校
で
は
、
牛
舎
や
牛

は
学
生
主
体
で
管
理
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
実
習
の
時
間
が
充

実
し
て
い
る
。 

朝
は
５
時
30
分

か
ら
７
時
30
分
ま
で
農
場
管
理
実



習
、
９
時
か
ら
16
時
20
分
ま
で
が

講
義
や
専
攻
実
習
。 

農
場
管
理

実
習
は
１
年
生
２
名
、
２
年
生
２

名
の
当
番
制
で
、
専
攻
実
習
は
平

日
の
午
後
週
３
回
あ
り
全
員
参

加
と
な
っ
て
い
る
。
乳
牛
と
和

牛(

黒
毛
和
種)

を
飼
養
し
て
お

り
、
主
に
こ
の
実
習
の 

時
間
に

牛
の
飼
養
管
理
を
行
っ
て
い
る
。 

夏
休
み
は
当
番
制
で
飼
養
管
理
に

あ
た
っ
て
い
る
。
僕
は
今
、
乳
牛

の
暑
熱
ス
ト
レ
ス
低
減
に
関
す
る

卒
業
論
文
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

得
意
と
す
る
工
作
で
牛
舎
に
散
水

装
置
を
設
置
し
た
。
午
後
２
時
か

ら
４
時
に
か
け
て
牛
舎
の
通
路
や

搾
乳
待
機
所
に
細
霧
状
に
散
水
、 

パ
ー
ラ
ー
で
は
牛
の
首
筋
に
散
水

し
、 
散
水
前
後
の
体
温
と
産
乳
成

績
を
調
査
し
て
い
る
。
少
し
で
も

牛
が
暑
さ
を
凌
げ
る
環
境
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

僕
は
農
業
大
学
校
で
初
め
て

〝
ス
マ
ー
ト
農
業
〟
を
体
験
し
た
。

牛
舎
に
は
発
情
発
見
装
置
や
分
娩

監
視
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
目
視
で
は
わ
か
ら
な
い
発
情

を
検
知
し
て
種
付
け
し
た
り
、 

分

娩
時
に
通
報
が
来
た
り
と
、
少
な

い
労
力
で
効
率
的
に
牛
を
管
理
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に

分
娩
が
近
づ
く
と
、
農
家
で
は
昼

も
夜
も
緊
張
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
る
が
、
大
学
校
で
は
分
娩
監
視

シ
ス
テ
ム
の
お
か
げ
で
分
娩
前
で

も
牛
舎
に
宿
直
す
る
必
要
が
な

い
。 

シ
ス
テ
ム
が
牛
の
体
温
を

測
定
し
て
、
体
温
が
下
が
れ
ば
分

娩
間
近
の
情
報
を
、 

破
水
し
て
分

娩
が
始
ま
れ
ば
駆
け
つ
け
通
報
を

携
帯
電
話
に
送
っ
て
く
れ
る
。
僕

た
ち
は
、
こ
の
駆
け
つ
け
通
報
を

受
け
て
牛
舎
に
集
合
す
る
。
家
が

近
い
学
生
は
20
分
で
牛
舎
に
到
着

で
き
る
。 

難
産
の
場
合
は
分
娩

ま
で
２
時
間
は
か
か
る
の
で
、
家

の
遠
い
僕
で
も
十
分
に 

間
に
合

う
。
こ
う
し
て
、
僕
た
ち
は
分
娩

に
は
必
ず
立
ち
合
い
、
難
産
の
時

は
介
助
す
る
の
で
、
分
娩
で
母
牛

を
死
な
せ
る
こ
と
は
な
い
。ま
た
、

分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム
に
は
監
視
カ

メ
ラ
も
付
い
て
お
り
、
ど
こ
に
い

て
も
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
分

娩
の
進
捗
状
況
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
便
利
で
あ
る
。
僕
た
ち

は
牛
舎
に
到
着
す
る
と
、
牛
を
緊

張
さ
せ
な
い
よ
う
牛
に
は
近
づ
か

ず
、 

休
憩
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
分
娩

を
見
守
る
。 

大
学
校
は
安
産
の

牛
が
多
い
の
で
、 

子
牛
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
産
後
の

処
置
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
シ
ス
テ
ム
は
、
飼
養
管
理
に
か

か
る
労
力
を
軽
減
で
き
る
の
で
、

我
が
家
で
も
導
入
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
大
学
校
１
年
生
の
秋
に

は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
、
５
日
間
い
ろ

い
ろ
な
酪
農
家
で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
農
家



ご
と
に
施
設
や
管
理
方
法
に
特
徴

が
あ
っ
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
。
大
学
校
の
授
業
で
も
、
校
外

学
習
と
し
て
優
れ
た
経
営
を
し
て

い
る
農
家
を
見
学
に
行
っ
た
。
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
、 

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、

餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
、 

牛
の
行
動
監

視
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
て
い

る
農
家
、
昔
の
牛
舎
を
パ
ー
ラ
ー

に
改
造
し
施
設
に
お
金
を
か
け
な

い
工
夫
を
し
て
い
る
農
家
、
ふ
ん

尿
処
理
や
自
給
飼
料
の
生
産
・
利

用
に
力
を
入
れ
て
い
る
農
家
等
、

一
つ
一
つ
の
経
営
に
特
徴
が
あ
っ

た
。
僕
は
、
大
学
校
で
牛
の
飼
養

管
理
や
家
畜
衛
生
、
飼
料
作
物
、

農
業
簿
記
な
ど
の
講
義
を
受
け
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
農
家
を
見
学
し

た
り
し
て
学
ぶ
中
で
、
あ
る
程
度

の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
た
が
、

一
方
で
は
現
実
も
見
え
て
き
て
、

こ
れ
か
ら
の
酪
農
経
営
に
不
安
も

覚
え
て
い
る
。

　
僕
が
目
指
す
酪
農
は
「
牛
に
優

し
く
、 

人
が
楽
し
い
」 

酪
農
で
、

牛
に
は
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

を
整
え
、
働
く
人
に
は
余
暇
を
楽

し
む
余
裕
の
あ
る
経
営
を
理
想
と

し
て
い
る
。
今
の
牛
舎
は
自
作
の

フ
リ
ー
バ
ー
ン
だ
が
、
狭
く
て
作

業
も
や
り
に
く
い
。
自
宅
の
隣
に

は
離
職
し
た
酪
農
家
が
あ
る
の

で
、
そ
の
施
設
を
借
り
受
け
て
飼

養
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
環
境
を
牛
に
提
供
し
て
あ

げ
た
い
。
細
霧
シ
ス
テ
ム
な
ど
暑

熱
対
策
も
し
た
い
。
祖
父
は
牛
舎

修
理
が
得
意
な
の
で
、
僕
の
建
築

会
社
で
の
経
験
と
力
を
合
わ
せ
れ

ば
、
牛
舎
を
自
作
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。 

ま
た
、搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
、
行
動
監
視
や
分
娩
監
視
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
労
働
時
間
を
軽

減
し
、
趣
味
を
楽
し
む
時
間
を
作

り
た
い
。
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を

利
用
し
て
休
み
も
設
け
た
い
。
夢

は
あ
る
の
だ
が
、
最
近
は
不
安
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
穀
物
の
国

際
情
勢
を
受
け
て
飼
料
価
格
は
高

値
が
続
い
て
お
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
は
飼
料
や
肥

料
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
農

業
資
材
が
高
騰
し
た
。
生
乳

生
産
コ
ス
ト
の
大
幅
な
上
昇

を
受
け
て
、
生
産
者
乳
価
が

10
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、

採
算
は
合
わ
ず
、
酪
農
経
営

は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
と
て
も
不
安
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
僕
の
住
む
那
須

塩
原
市
は
生
乳
生
産
量
本
州

１
位
を
誇
る
地
域
。 

地
域

の
酪
農
家
と
協
力
し
て
こ
の

局
面
を
乗
り
越
え
、
理
想
の
楽
し

い
酪
農
経
営
（「
楽
農
」）
を
実
現

し
た
い
と
思
う
。 

僕
は
車
が
趣

味
で
、
ド
ラ
イ
ブ
が
大
好
き
だ
。

少
し
古
い
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
お

し
ゃ
れ
に
乗
り
回
し
、
仕
事
が
休

み
の
日
に
は
遠
出
し
た
い
。
僕
が

グ
レ
た
と
き
も
見
守
っ
て
く
れ
た

尊
敬
す
る
父
と
一
緒
に
。


